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№ コンテンツタイトル（事前学習対象） № コンテンツタイトル（事前学習非対象）
1 0-0-1　Windows8の基本操作講座 41 0-3-0　マウスを使わずに複数のファイルやフォル
ダーを選択する	




4 1-1-2(A)　Officeソフトで図形を正確に描く 44 1-3-0　Wordや Excelからリボンメニューが消えた
２	




7 2-0-0(B)　Word	2013のスタート画面	 47 2-1-0　Wordで文字にルビを示する	
8 2-0-1　Word2013入門	第1回	起動と終了 ,画面構成 48 2-2-0　Wordのインデント機能のまとめ
9 2-0-2(A)　Word2013入門	第2回	文字の書式設定 49 2-2-0　Word2013では複数図形が選択出来る
10 2-0-2(B)　Wordで文字を装飾する 50 2-3-0　Wordの行間隔を調整する（固定値）	
11 2-1-1　Wordでフォントサイズを変更する	 51 2-3-0　Word	2013で文書にオンライン	ビデオを挿入
する	
12 2-1-2　Wordでページ番号をつける	 52 2-3-0　word(ワード )でグリッド線を無視して行間
隔を適度に調整する	
13 2-1-3　Word	2013で変わる表の操作	 53 2-3-0　Wordで表にセルの幅に合わせて画像を挿入
する	
14 2-3-1　Wordのインデント機能その1	 54 2-3-0　Wordで段落を垂直方向中央に配置する	
15 2-3-2　Wordのインデント機能その2	 55 2-3-0　Wordで段落の間隔を調整する
16 2-3-3　Wordのインデント機能その3	 56 2-3-0　Wordの文章を段組みにする
17 2-3-4　Wordの行間とは 57 2-3-0　Wordでページ罫線を設定する	
18 2-3-5　Wordで右揃えタブを使う	 58 3-1-2　Excelで合計を一発で求める
19 2-3-6　Wordの文字揃えについて 59 3-1-0　Excelでデーター入力時に効率的にセルを移
動する	
20 2-3-7　Wordで脚注を挿入する 60 3-1-0　Excelでセルの絶対参照について
21 2-3-8　Wordで脚注に括弧を付ける 61 3-3-0　Excelで縦書き文章を作る	
22 3-0-0　Excel	2013	トレーニング :	Excel	の基本操作 62 3-3-0　Excelで郵便番号のハイフォンを取り除く	
23 3-0-1　Excel2013入門	第1回	起動と終了、画面構成 63 3-3-0　Excelで条件付き書式を設定する
24 3-0-2　Excel2013入門	第2回	セルの書式設定	 64 3-3-0　Excelのデータ入力規則その1	
25 3-0-3　Excel2013入門	第3回	数値の書式設定 ,計算式	 65 3-3-0　Excelのデータ入力規則その2







29 3-0-XX1　初めての Excel 講座	一覧表を作成する
（1/2）
69 3-3-0　Excel2013のクイック分析ツールを使う	






32 3-1-3　Excelの IF関数を使う 72 3-3-0　Excelで数値の推移をミニグラフで分かりや
すく	
33 3-1-4(A)　Excelで平均値を求める 73 3-3-0　Excelでシート印刷時に任意の場所で改ペー
ジ	
34 3-1-4(B)　Execlで文字列をゼロとして平均をする	 74 3-3-0　Excelで表を簡単に入れ替える
35 3-1-5　Excelでデーターの並び替えをする 75 3-3-0　Excelで指定した表の列幅だけを自動調整す
る	
36 3-1-6　Excelでセルを結合して文字を縦書きにする	 76 3-0-0　Excel動画レッスン	基礎編	その１	(SUM関
数の便利な使い方）	
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図3-4 事前学習の効果（アンケート結果） 
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　　②他の ICTツール（Skype，LINE，メール）の利用
　　③事前学習の加点，・未達時の補習や強制
　上記の中で，③は制度的な提案であるが，①，②は仕組みや手段に対する提案であるといえる。
①，②については，反転授業の基本となっている「ブレンド学習」に大きく関係してくる要素で
あり，今後，検討の必要がある。特に②については，インターネット上の SNSの活用という点か
ら，世代的にもスマートデバイスの利用に対するハードルが低いことが伺われ，教育へのスマー
トデバイスの有効活用の可能性がうかがえる。
表３－１　さらに効果がある事前学習の提案（自由記述）（新たな提案や意見等、原文のまま）
・面白い映像や怖い映像の学習 DVD
・スカイプを利用した集団事前学習
・ラインのグループチャットを使った学習
・youtubeだと見にくいかんじがするので、専用に DVDをつくる。授業前に自前学習内容の小テスト
をする。
・eduの使い方がまだよくわかってません。
・今の事前学習のもので十分だと思います。
・メールでお知らせがくる。
・いつどういう事前学習をしたかをメールでアピールすれば加点してもらえるシステムのようなものが
あれば、いいのではないでしょうか。
・動画が止まりやすいので eduの分を視聴しています。ですので eduの視聴のほうが助かってはいます。
・教科書も合わせて読むこと
・スマホでできるような学習方法が良い
・検定を全員取得強制にする
・できなかったら補修
・動画でも十分な事前学習になりますが、書類にまとめると、さらに分かりやすくなると思います。
・私たち大学生がかじりたくなる内容をしたいです。
Ⅳ　授業運営上の成果と教育上の効果と課題
　実際の対面授業では，受講者が事前の学習をしていることで，説明や解説より，課題や例題に
よる演習の時間を増やすことができ，時間内の個別の対応も可能となってきているように感じら
れた。
　何より，受講生がつまずいている点，あるいは，つまずくであろうと思われる点が履歴情報に
よりある程度把握できるため，ポイントを絞った説明ができた割合が増えた実感を持っている。
さらに，筆者担当クラスの期末総括試験の平均点を，本稿の事前学習環境を持たなかった昨年度
分と比較すると，昨年2013年度は78.6点（σ：14.6）で，2014年度は87.5点（σ：14.0）と，事前
学習を試行した今年度の方が，９ポイント近く上昇している（図４－１）。
　また，事前学習をするということで，授業外学習の時間を確保することができ，LMSの履歴に
より，受講生の授業外での学習実績を確認することができるという点は，授業の進捗の確認を行
い，より的確な進度調整の可能性が高まってくる。
　反面，これまでと全く異なる授業展開となるため，授業内の時間配分やタイミングなど，試行
錯誤的な場面もあった。また，反省点として，授業でグループ学習をするための事前学習の場合
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など，グループによっては事前学習自身をメンバー内で分担をしている場合もあり，事前学習の
徹底ができていなかった点があげられる。本来の反転授業では，事前学習時のクイズや小テスト
まで準備しておく場合が多いが，本取組では，補完的自主学習の側面があって“視るだけ”とし
ていた。この点は今後の改善点と考えている。
Ⅴ　おわりに（今後の課題）
　今回の反転授業の試行により，事前学習に対する効果や，受講生の肯定的反応が確認できたが，
反転授業を前提とした授業運営に関する，問題点もいくつか確認された。
　今回のビデオコンテンツは，YouTubeのコンテンツをリンクで視聴する環境としているが，既
存のコンテンツであるため，内容やレベルが授業に完全に合致しているとはいえない。また，全
ての授業内容に対応するコンテンツが整備されているわけでもない。やはり，授業内容に合致し
た独自のコンテンツを作成して整備することが必要であると考えられる。しかしながら，反転授
業を行うための専用のシステムが存在しているわけではないため，コンテンツ作成に関する環境
は費用面でも様々な工夫ができる余地があると考えている。
　現在，試行的に実施しているが，反転授業を進めるにあたって，どの程度のコンテンツの質が
必要か，また，それを実現するための要件とはどのようなものであるか，という点などについて
さらに調査研究を進める必要がある。
　また，LMSを利用することにより授業外学習としての履歴を確認することは可能となっている
が，視聴時間の問題も含め履歴に対する判断に困難な点があった。例えば，ビデオコンテンツを
視聴していない受講生は全員操作スキルがあると判断することはできず，逆に，視聴履歴が残っ
ていることだけで習得済と判断することもできない，という点などがあげられる。その点を解決
するためには視聴内容に対する理解度を測るための小テストなどを仕組みとして組み込むなどの
工夫が必要である。（ただし，実技内容解説のコンテンツの場合，テストの方法も検討を要する。）
　今後は，オープンコースウェアであるMOOCの利用の検討も含め，事前学習環境の拡充と授
業展開における事前学習の充足度の尺度と検証方法の確立が必要であると考えている。
図４－１　総括試験結果（2013年度、2014年度）
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図4-1 総括試験結果（2013年度、2014年度） 
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